
「営実」の生薬学的研究(第1報):
走査顕微鏡による大型種「営実」の基源解明

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2017-10-04

キーワード: 

作成者: 御影, 雅幸, 小松, かつ子, 難波, 恒雄

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/36609URL



誌
翻

　
a
－

雑
Z
（

学
海

　
㎎
肘

薬
盛
’
2

　
y
）

生
国

　　　「内実」の生薬学的研究（第1報）

走査顕微鏡による大型種「営実」の基源解明1）
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Large　sized　“Ying　shi，”　which　are　collected　from　the　Chinese　mainland　and　North　Korea，

have　recently　become　available　in　the　markets　of　Japan　and　Hongkong．　ln　order　to

identify　their　botanica1　origin，　several　fruits　of　the　genus　Rosa　were　examined　histologi・

cally．　The　studied　plallts　are．Rosa　maximowicziczna　REGEL，瓦乃f吻la　N欄，　R．　rugosa

THuNB．，　R．伽〃rica　PA肌胡，　R．〃f〃。πθπ爵CR重PIN，　R．　suavis　W肌D．　and　R．徽〃吻照

THuNB．　A　new　technique　was　used　in　this　study，　comprising　the　carbonization　treatment

of　whole　fruit　followed　by　examination　wi血asca血㎎electro且microscope．

　From　the　comparative　studies　of　the　secondary　electron　microscopic　images　and　the

measurement　of　isolated　tissues，血e　large　sized　Ying　shi”was　identlfied　as　the　fruit　of

R．　davurica．　This　method　is　useful　for　the　study．　of　the　internal　structures　of　crude　drugs

having　a　hard　coat　and　microstructures，　such　as　drugs　of　seed　origin．

Keywords－Rosa　davurica；　Rosa　multptora；　Rosaceae；　Ying　shi；　SEM；　carbonization；

pharmacognostical　study；　botanioa1　origin；　seed　anatomy

　「営実」は『神農本草経』2）の上品に「味酸温主三二悪瘡結肉二筋三二熱気二三不疹利関節一名堵薇…」と初めて

収載され，中国で古くから主として瘡毒の解毒や利水薬として用いられてきた．一方，わが国では古くから「営実」

は潟下薬として利用されており，現在でも家庭薬原料として重要な薬物であり，局方収載品でもある．「営実」の基

源については『中薬大辞典』3，にバラ科のRosa　multPtora　THUNB．ノイバラの果実であると記され，わが国の薬局

方には「R．multPtoraまたはその近縁植物の偽果または果実である」4）と規定されている．藤田5）は日本産の「営実」

が組織学的におもにR．〃iult解toraの果実であることを証明しているが，今回日本市場を調査したところ現市場には

日本産はほとんど見られず，朝鮮半島や中国産の商品が大半を占めていた．朝鮮半島の「如実」についてはR．〃multi・

floraが報告されているが，他にR．　maximowl’eziana　REGELツルノイバラも使用することが記されている6⊃．また

中国のものについては，岡西ら7，が東北地方の「営実」がR・　davurica　PALLASヤマハマナスの果実であると報告し，

佐藤8）はR．maximowiczianaであると述べている．今回入手した市場品は果実からなるものも若干認められたが多く

は偽果で，径が6～9㎜の小型なものと1cmを越える大型のものに二大別された．そこでこれらの現在日本市場

品および今後出まわることが予想される近隣国の現在市場品の基源を明らかにする目的で生薬学的研究を行った．本

報では大型の商品の基源を知る目的で，Rosa属植物のうちで偽果が大型になるSpmstyUae節のR．　mczximowicziana

REGEL，　Microphyllae節のR．　hirtula（REGEL）NAKA1サンショウバラ，　Cinnamomeae節のR．　rugosa　THUNB．

ハマナス，R．　dapurica　PALLAS，　R．　nipPanensis　CREPINタカネバラおよびR．　suavis　WILLD．オオタカネバラを

比較検討した9）．さらに「営実」の基準種としてSynstyUae節のR．π1μ勧伽αも比較に供した．　Rosa属植物の果
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実はぎわめて堅く，通常のナイフによる切片作製がむずかしく，さらに構造が微小であるため光学顕微鏡による観察

は容易ではない．そこで，本証では走査顕微鏡による観察法を確立し比較組織学的研究を行った．

実　験　の　部

1．　材料および外部形態

　材料は成熟果実10⊃に限定した．完熟した偽果は乾燥時外面が赤茶色～黒褐色を呈し，内側に白色～黄色の長硬毛が

密生する．偽果の形態および一偽果中に内在する真盛の数は種により異なる．真果は堅いそう果で，卵形体～楕円体

を呈し，3～5個の鈍稜がある．外面は黄褐色～茶褐色．通常背面から頂部に長硬毛が密生し，腹面部に維管束に由

来する凹入部が長軸方向に線状に走る．また頂部に花柱が残存する．

　Rosa　multPtora　THUNB．　ノイバラ

　採集地：富山県富山市豊城町（1976年9月4日，T．　ItO　50）11a），熊本県八代郡泉村葉木五家荘（1984年9月23日，

T．　Hamada　84242）　iia）

形態：偽果（Fig．　1・A）は球形で径6～8㎜．一偽果中のそう果の数は6～12個．花柱は花床の口か巌け出て，

無毛．そう果（Fig．　1－B）は長さ3．3～4．7mm，幅1．9～3．0㎜，光沢がない．

　R．nutimowicziana　REGELツルノイバラ

　採集地：韓国ソウル特別市北初山（1900年10月14日目T．　Uchiyama）11b），同清涼里近傍（1902年7月27日目　T．

Uchiyama）　iib）

　形態：偽果は扇球形～卵球形で径7．5～11　mm，そう果数6～10数個．花柱は花床から抜け出て，無毛．そう果は

長糾8～5．5㎜，幅2．　3～3．9㎜，光沢がない．

　R．　hirtula（REGEL）NAKA　Iサンショウバラ

　採集地：山梨県富士吉田市三ツ峠川口一目（1983年7月29日，A．　Maruyama　83015）11題）

　形態＝偽果は扁球形で径14～17mm，針状の刺に密に被われる．一偽果中のそう果数15～20個．花柱は花床から

わずか1咄て，耗．そう果樹糾1～5．5㎜，幅1．9～3．4㎜．

　R．rugosa　THUNB．ハマナス

　採集地：石川県金沢市粟ケ崎（1983年10月10日，M．　Yamamoto　61）11a，，富山医科薬科大学附属薬用植物園（1983

年7月16日，栽培品，83032）11a）

形態：偽果は扁球形で径15～30㎜，まれに鰺刺が認められる．一偽果中のそう果の数は多いものでは100個を越

える．花柱は花床からわずかに出て，有毛．そう果服さ3．9～5．7mm，幅2．　3～3．9㎜，光沢がある．

　R．davurica　PALLASヤマハマナス

　採集地：北海道釧路支庁弟子屈町鎖別（1980年9月1日，H．　Hara＆S．　Kurosawa）11b⊃，中華人民共和国黒龍江省

呼璃河流域（1937年9月，M．　Takahashi）11b），韓国江原道五台山（1983年8月21日，」．　H．　Park　83003）11a）

　形態：偽果は球形で径10～13mm，そう吉和17～35個．花柱は花床からわずかに出て，有毛そう果は長さ3．3～

5．1㎜，幅1．7～2．5mm，光沢がある．

　R．nipponensis　CREPINタカネバラ

　採集地：山梨県富士吉田市富士山五合目（1984年8月21日，K．　Komatsu　84211＆84213）11a），同富士山滝沢林道

（1984年8月21日，K．　Komatsu　84229－84233）11a）

形態：偽果は雛形～漏斗形で長さ12～24㎜，幅6～12㎜，そう呼数10～20獺．花柱は花床からわずかに

出て，耗．そう果は長さ4．　0～5．8　mm，幅2・　1～3．5㎜，光沢がある．

　R．suavis　WI　LLD．ナオタカネバラ

　採集地：北海道日高支庁様似郡幌満アポィ岳ca．300　m（1974年9月12日，　H．　Hara，　S・Kurosawa＆Y・

Tateishi）11b），樺太豊原（現ソ連サハリン，ユジノサハリンスク，1930年8月7日，　G・Koidzumi）11e，，朝鮮威湘南

等軸郷郡東上面遮日電（1933年7月25日，G．　Koidzumi）11c）

　形態：R．nipponensisと同様．まれに偽果の外面に腺毛が認められる．

　中国産「営実」

　入手先：大阪，日本粉末（唐栄実，No．3050＆3051，1972年）；東京，ウチダ和漢薬（栄実，　No．　3053，1984年）11“⊃

　形態：商品は偽果からなり，大半のものが頭頂部（花床の口）を欠く．偽果（Fig．1・E）は球形～扁球形で径7～14

㎜，赤茶色～黒褐色を呈す．一偽果中のそう果磁は12～50個．そう果（Fig・　1・・F）眼さ3・3～5・　2　mm・幅1・2～
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　　　　　Fig．1．　Rosa脱〃妨％呂αTHuNB．（A・D）and　Large　Sized“Ying　shi”（E－G）

A，E：　aggregate　cup　fruits，　B，　F：　achenes，　1：　ventral　view，　2：　dorsa1　view，　3：　lateral　view，

C，G：　median　transverse　sections　of　achenes，　D：　median　longitudinal　section　of　achene．

2．5mm，褐色～茶褐色で光沢がある．

　北鮮産「営実」

　入手先：香港，永大行（栄実，No．3054，1974年）11a）

　形態：中国産のものと同様．偽果は径8～12mm，そう果数16～35個．そう果は長さ3．4～5．2mm，幅1．6～2．5

mm．

　皿．Rosa属植物の果実の一般的内部構造12》

　そう果の中央部横切面，縫線を通る縦切面および解離像（シュルツェ氏解離法で解離）を光学顕微鏡で観察した．

さらに不明瞭な部分は後述の走査顕微鏡による二次電子像を参考にした．

　果実の横切面（Fig．1－C，　G）は扁平な四，五角形～楕円形．果皮は稜部で最も厚い．外果皮は1層の表皮細胞で，

多くのSンnstyllae節植物では大型の特徴的な細胞からなる．中果皮はその形態に最も種間差が認められる部分で，

2～4層の等即処の小型（径10～25μm）の柔細胞または厚膜細胞からなるものから大型（径45～160μm）の円形，長

四角形，不定形などさまざまな形状を呈し，種固有の二次肥厚をする厚膜細胞（brachysclereids，　astrosclereidsなど）

からなるものまでさまざまである．内果皮と接する1層は結晶細胞層で内部に径5～40μmのシュウ酸カルシウムの

単晶を不連続または連続して含む．内果皮の細胞は繊維に似た厚膜細胞（filiform　sclereids）13，で外層の細胞は接線

方向に，内層の細胞は軸方向に走り，互いにほぼ直交する2層となる．この層は中果皮側に凹凸し，特に背腹軸上で

は維管束の直下まで放射状に入り込む．果実の維管束は中果皮の外層中にあり，腹面および背面部に大型で並立型の

主維管束，側面部に数個の不明瞭な小維管束が認められる．木部の通道組織はらせん紋仮道管．主維管束に師部繊維

が認められるものもある．縦切面（Fig．1－D）では主維管束は果実の腹側および背側を果実の基部から花柱方向へ上

行する．腹側の維管束の一部は頂部のやや下方で種子内に入り，種子の維管束として種皮中を基部方向へ下降する．

維管束が種子に入る部位には内果皮が存在しない．種子は倒生胚珠由来．種皮は最外および最内層の柔細胞が明瞭で

コルク化し，中間の守門の細胞は押しつぶされている．種子の維管束は腹側にあり，並立型．内胚乳は1または2細

胞層．子葉は背斜軸方向に長い半円形または楕円形．タンニン様物質が外果皮，種皮の最外層および最内層の細胞中

を満たす．
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　III．　走査顕微鏡による観察

　1．装　　置

　日本電子製JSM－35　FCS．測定条件：加速電圧15または25　ky．

　2．　試料の作製法14）

　商品のそう果を試料にして，観察に適した二次電子像（s㏄ondary　electroll　image：SEIと略す）を得るための試

料作製法を検討した．

　まず表面構造の観察を行うため，数個の試料について表面の付属物（毛，花柱）を取り除き，アセトンを用いて超

音波洗浄器で洗浄する．自然乾燥後，試料を未処理群，急激な炭化処理群，緩慢な炭化処理群用に3分する．急激な

炭化は試料を試験管内に入れ，ガスバーナーの上部還元炎で1分間加熱（試料から煙が出なくなった時点まで）する

ことにより，緩慢な炭化は試料を電気炉で400。または500℃に保ち30分間加熱することにより行った．それぞれの

試料に金一パラジウム合金を約200Aの厚さにスパッタ・コーティングし，走査顕微鏡で試料表面のSEIを得た

（Fig．2）．未処理群（A）および400℃で30分間炭化処理を施したもの（C）では表皮細胞の輪郭が不鮮明であり，

温度を500℃にして行ったもの（D）では試料に亀裂が生じて観察が不可能であった．急激な炭化処理（B）が最適

であった．一方，比較組織学的研究では断面の構造の観察が不可欠である．断面を得る方法としては切断部の鋭利さ

の点で割断法が優れていることが知られている．炭化した試料は容易に占断でき，また走査顕微鏡観察時の帯電現象

を免れるという利点がある．

　以上の理由で，試料は急激な炭化処理を施し，中央部を割断（横断）したものとそのままのものにそれぞれ金一パ

ラジウムをコーティングして観察した．ただし炭化により本試料は80～91％（平均86．4％）収縮した．なお種皮の内

側の構造はまったく破壊されている．

　3・Rosa　multiJlora　THUNB・と中国産および北鮮産「営実」の比較

　果皮の厚さはほぼ同様である（側面部が200～400μm，稜部が400～700μm）が，そのうち外果皮および中果皮

の占める割合が両者でまったく異なる．R．　multtnora（Fig．3－A）では果皮の厚さの30～70％を占めるのは外果皮で

あるのに対し，商品（Fig．3－B）では7％以下で，中果皮が60～75％を占める．個々の細胞ではR．〃2〃埆伽ロの外

果皮の表皮細胞はきわめて大型，表面視（Fig．4）では円形～楕円形で中央部が膨らみ，個々の細胞は独立する．中果

A B

，
彦

騒

c D

5δ「叩

　　　　Fig．　2．　Surface　Views　of　Achenes　of　Large　Sized　“Ying　shi”

Secondary　electron　images　of　the　achenes　without　carbonization　treatment　（A），

after　strong　carbonization　by　the　burner　（B），　after　gradual　carbonization　by

heating　at　4000C　（C）　and　500e　C　（D）　for　half　an　hour．
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Fig．　3．　Secondary　Electron　lmages　of　the　Transverse　Sections　of　Rosa　multptora

　　　（A）　and　Large　Sized　“Ying　shi　”（B）　Achenes　after　Carbonization　and

　　　Fracture　Treatments

尺〃7utナ1デごorσ　　尺〃7aximo隔”cziana 尺17irナ〃‘σ

ε
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尺rugosa　　R．　davurlca　R．吻ρ0ηθη5／5　尺5〃σレノ5

　　　　Fig．4．　Secondary　Electron　lmages　of　the　Surfaces　of　Carbonized　Rosa　Achenes

皮は2～4細胞層で小型で均質の厚膜細胞からなる．一方，商品の外果皮の細胞は表面視（Fig．2－B）において，果実

の軸方向に長い棒状の四～六角形で，長さ35～90μm，幅6～12．5μm（炭化時の収縮率から，実際には長さ40～110

pm，幅7～15μm）．中果皮は外層にR．　mult静toraと同様の細胞が認められるが，内側に特徴的な形態をもつ厚膜

細胞層が加わる．細胞は大型で細胞壁の内面への肥厚が著しく，膜孔が不規則に配列した複雑な凹凸構造を呈する．

　4．Rosa属植物各種について

　R．mult印toraを除く6種は外果皮が小型で商品に類似した構造であるが，表面視（側面部）における外果皮の表皮

細胞の形態（Fig．4），断面で観察される中果皮内層の厚膜細胞の形態（Fig．5）にb各種の特徴が認められた．ただし，

SEIのみでは種の鑑別点が不明瞭なものがあったことから，解離像も合わせて光学顕微鏡で検討した．以下，解離像

の観察結果は〔〕内に示す．

　R．　maximowicziana　REGEL

　外果皮の細胞は表面視において軸方向に長い楕円形～長楕円形を呈し，個々の細胞は独立する〔細胞は長さ40～

（288）

Presented by Medical*OnlinePresented by Medical*Online



尺max”770レ”OZ1σησ 尺hirナ灰σ 尺r〃ρ05σ

ε
＝
O
O

尺dσ1！こ〃r10σ　　　　　R．　nioρonen5i5　　　　　　尺5｛ノσレ’i5

　Fig．　5．　Secondary　Electron　lmages　of　Part　of　the　Mesocarp　of　Rosa　Achenes

　　　　after　Carbonization　and　Fracture　Treatments

120μm，幅17～30μm．解離処理により細胞が分離しやすい〕．中果皮内層の厚膜細胞は放射方向に長い四～六角形

または楕円形．細胞壁の肥厚は中程度で，早期孔が網紋状に配列するもの，膜孔が横に伸びて階甲状を呈するもの，

さらに内表面にらせん肥厚が三次的に加わったものなどが認められる．

　1しみかtula（REGEL）NAKAI

　外果皮の細胞は表面視で四～七角形を呈し，無秩序に配列する．中果皮内層では内果皮に類似した厚膜細胞〔長さ

450μm以下で内果皮の細胞に比べてやや短く，また細胞壁がやや厚い〕が接線方向と放射方向に入り組んで走り，

これに円形～楕円形の大型の厚膜細胞が混ざる．細胞壁の肥厚はR．maximowiczianaと同程度，壁面に単性孔が認

められる．

　R．　rngosa　THuNB．

　外果皮の細胞は表面視において軸方向に長い棒状の四～七角形で，規則的に配列する〔細胞は長さ60～190μm，

幅12～25μm．解離処理をしても細胞同士は完全に繋がっている〕．中果皮の厚膜細胞はあまり肥厚せず，柔細胞様

を呈す．細胞は五～七角形または楕円形でほぼ等径性のものが多く，壁面に単膜孔が認められる（厚膜柔細胞）．

　R．　alavurica　PALLAS

　表面視において，外果皮の細胞の形態はR．　rugosaに類似するが，小型である〔細胞は長さ40～135μm，幅8～

20μm〕．中果皮内層の厚膜細胞は放射方向に長い楕円形～線状長楕円形で，細胞壁が顕著に厚く，内面に膜孔が不規

則に配列した複雑な凹凸構造が認められる〔内果皮の厚膜細胞は長さ170～680μm，膜孔の明瞭なものが多い〕．

　R．　nippanensis　CREplN

　R．dOvuricaに酷似するが，表面視において外果皮の細胞が小型である〔外果皮の表皮細胞は長さ40～85μm，幅

10～20μm．内果皮の厚膜細胞は長さ240～910μm〕．

R．　suavis　WILLD．

　R．devuricaに酷似し，　SEIでは区別できない〔外果皮の表皮細胞は長さ70～150μm，幅8～20μm．内果皮の

厚膜細胞は長さ370～900μm，膜孔が少ない〕．
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結論および考察

　1）現在，日本および香港市場で流通している中国産ならびに北鮮産の大型種の「営実」はRosa属植物各種のそ

う果の二次電子像の比較と解離要素の測定から，組織学的にRosa　davurica　PALLASヤマハマナスの偽果であるこ

とが明らかになった．

　2）　従来の光学顕微鏡主体の比較組織学的研究に代わって，試料を炭化して走査顕微鏡で表面および断面を観察し

組織を比較する方法を主体に実験を行った結果，本法は種の同定の一手段となりうることが明らかになった．今回の

生薬材料のように通常のナイフによる切片作製が困難で，さらに構造が微小であるものの組織の観察には有効な手段

である．ただし，内部構造の全体像を把握し，最終的に種を確証するためには従来の方法を欠くことができない．

　3）　今回原植物が明らかになった「興野」を日局11の確認試験法4）にしたがって呈色反応させたところ，淡赤色～

赤色にならず，明らかに局方不適であった．この結果は本市場心中にはこれまでにR．muttPtora　THUNB．ノイバラ

の果実の潟下成分として報告されている15）アセチル基の結合したフラボン配糖体が含まれていないことを意味する．

R．davuricaの果実は石下作用が弱いという報告8，もあり，本立には潟下作用を期待できないと思われる．「営実」

は中国で古来笹野や悪瘡などに用いられていたもので，下剤としての効能は中国の本草書中には認められない．R・

dovuricaに由来する「営実」は中国においては使用可能であるかもしれないが，わが国のように潟下作用を期待する

場合は不適当であると思われ，今後七種をも含めて成分および薬理活性を再検討する必要がある．

　謝　辞＝本研究にあたり，材料蒐集にご協力くだされた東京大学総合研究資料館の大場秀章助教授，京都大学理学

部植物学教室の村田　源講師，熊本工業大学教養部の浜田善利助教授ならびに本学附属薬用植物園の吉崎正雄助教授

に深謝する．

A　list　of　abbreviatiens：　cot：　cotyledon，　cs：　single　crysta1，　cz：　chalaza，　enc：　endocarp，　epe：　epicarp，　esp：

endosperm，　mec：　mesocarp，　scl：　sclereid，　st：　stone　cell（＝brachysclereid），　sty：　style，　tes：　testa，　vb：

vascular　bundle．
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